
　
令
和
５
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
賞
等

受
賞
者
が
決
ま
り
、
表
彰
式
が
３

月
１６
日
㈯
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
受

賞
者
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

♦
ス
ポ
ー
ツ
賞
【
個
人
】　

▼
土ど

い

り

お

井
理
央
（
木
野
東
小
学
校
）

　�

第
９
回
全
日
本
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

競
技
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会　

団
体
競
技
１１
・
１２
歳
女
子　

第

３
位

▼
石

い
し
か
わ
し
お
り

川
栞
（
緑
南
中
学
校
）

　

�

第
３０
回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸

上
競
技
大
会　

１
年
生
女
子
１

　

０
０
㍍　

第
１
位

▼
加か

と
う
か
い
り

藤
浬
（
下
音
更
中
学
校
）

　

�

第
１７
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
・
北

海
道
地
区
代
表
選
抜
大
会　

中

学
１
年
男
子
４２
㌔
未
満　

優
勝

▼
山や

ま

だ

か

ず

き

田
和
生
（
音
更
中
学
校
）

　

�

令
和
５
年
度
全
国
中
学
校
体
育

大
会
第
５０
回
全
日
本
中
学
校
陸

上
競
技
選
手
権
大
会　

男
子
８

　

０
０
㍍　

第
１
位

▼�

市い
ち
や
ま山

ひ
お
り
（
帯
広
三
条
高
等

学
校
・
帯
広
選
抜
）

▼�

市い
ち
や
ま山

ひ
ま
り
（
帯
広
三
条
高
等

学
校
・
帯
広
選
抜
）

　�

第
１８
回
全
農
全
国
高
等
学
校
カ

ー
リ
ン
グ
選
手
権
大
会　

女
子

の
部　

準
優
勝

▼
藤ふ

じ
わ
ら原

睦む

つ

き月
（
明
治
大
学
）

　�

令
和
５
年
度
秩
父
宮
・
秩
父
宮

妃
杯
争
奪
第
７４
回
全
日
本
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

♦
ス
ポ
ー
ツ
賞
【
団
体
】　

▼�

Ｒ
・
Ｙ
ス
パ
ー
ク
ス

　

　�

第
４３
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会
北
北
海
道
大
会　

女
子
の
部　

優
勝

▼
下
音
更
ウ
ィ
ン
グ
ス

　�

な
な
か
ま
ど
杯
第
２９
回
北
海
道

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

女
子
の
部　

優
勝

▼
音
更
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　�

令
和
５
年
度
高
橋
辰
夫
杯
第
６３

回
北
海
道
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
第
１９
回
道
産
子
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
大
会　

女
子　

第
１
位

▼�

共
栄
中
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部 

（
十
勝
合
同
女
子
）

▼��

駒
場
中
学
校
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
（
十
勝
合
同
女
子
）

　�

令
和
５
年
度
高
橋
辰
夫
杯
第
６３

回
北
海
道
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
第
３４
回
北
海
道
中
学
生

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
兼

第
１９
回
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン

１０１０
個
人
と
６
団
体
が
受
賞

個
人
と
６
団
体
が
受
賞

音
更
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰

音
更
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
等
表
彰

スポーツ協会総会・表彰式

　スポーツ協会は、令和６年度総会と令和５年度ス
ポーツ協会スポーツ功労者の表彰式を下記のとおり
予定しています。

▽と　き　４月２５日㈭、午後６時３０分から

▽ところ　役場３階３０１会議室
問合先　教育委員会スポーツ課（内線７９２）

ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
北
海
道

予
選
会　

女
子　

優
勝

▼�

緑
南
中
学
校
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
リ
レ
ー
チ
ー
ム

　

�

令
和
５
年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
５４
回
北
海
道
中
学
校

ス
ケ
ー
ト
大
会　

男
子
２
０
０

　

０
㍍
リ
レ
ー　

第
１
位

♦
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
【
個
人
】

▼�

窪
く
ぼ
で
ら
き
ょ
う
す
け

寺
恭
輔
（
帯
広
柏
葉
高
等
学

校
）

　

�

第
７６
回
北
海
道
高
等
学
校
選
手

権
水
泳
競
技
（
競
泳
）
大
会
兼

第
９１
回
日
本
高
等
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
（
競
泳
）
大
会
北
海

道
予
選
会　

男
子
４
×
１
０
０

㍍
フ
リ
ー
リ
レ
ー　

第
３
位

▼�

野の

む

ら

こ

こ

は

村
心
葉
（
白
樺
学
園
高
等
学

校
）

　

�

第
３９
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人

陸
上
競
技
大
会　

女
子
走
幅
跳　

第
３
位

♦
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
【
個
人
】

▼�

吉よ

し

だ

け

ん

じ

田
健
治
　
７６
歳
（
雄
飛
が
丘

南
区
）

◦�

所
属
…
音
更
町
体
操
協
会

◦�

功
績
…
音
更
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
ク

ラ
ブ
お
よ
び
音
更
町
体
操
協
会

を
設
立
し
、
技
術
の
向
上
お
よ

び
選
手
の
育
成
や
協
会
、
少
年

団
活
動
に
貢
献
し
た
功
績
は
顕

著
で
あ
る
。

※�

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
（
団
体
）、

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
（
団
体
）
は

該
当
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問�

合
先　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

課
（
内
線
７
９
２
）
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シ
ニ
ア
大
学
院
修
了
式

充
実
し
た
学
び　

仲
間
と
共
に
！

　

シ
ニ
ア
大
学
院
令
和
５
年
度
修

了
式
が
２
月
２２
日
㈭
に
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
大
学
院
生
な
ど
２０
人

が
参
加
し
、
２
年
生
９
人
が
晴
れ

て
修
了
証
書
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

式
の
中
で
、
福
地
教
育
長
が
、

「
こ
の
大
学
院
で
学
ん
だ
成
果
と

縁
を
生
か
し
、
今
後
も
積
極
的
に

社
会
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
、
社

会
貢
献
・
地
域
貢
献
の
役
割
を
担

っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
こ
の
１
年
間
の
歩
み

を
撮
影
し
た
映
像
を
鑑
賞
し
、
改

め
て
共
に
学
ん
だ
思
い
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
在
校
生
を
代
表
し
て

田
中
一
夫
さ
ん
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、
途
中
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ

た
が
、
め
げ
ず
に
学
習
に
努
め
て

き
た
修
了
生
９
人
を
た
た
え
る
と

と
も
に
、
昨
年
た
っ
た
一
人
で
入

学
し
て
心
細
か
っ
た
自
分
を
温
か

く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
対

す
る
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
修
了
生
一
人
一
人
が

大
学
そ
し
て
大
学
院
で
学
ん
だ
６

年
間
を
振
り
返
り
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

「
多
く
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

人
生
の
終
盤
に
な
っ
て
新
た
な
引

き
出
し
が
で
き
た
。
何
よ
り
楽
し

か
っ
た
。
感
謝
す
る
」
「
大
学
・

大
学
院
の
６
年
間
を
今
日
で
終
え

る
こ
と
に
な
り
、
う
れ
し
い
よ
う

な
寂
し
い
よ
う
な
気
持
ち
だ
。
良

き
仲
間
た
ち
と
過
ご
す
学
習
日
を

す
ご
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
」「
大

学
の
４
年
間
、
大
学
院
の
２
年
間

は
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い
う
間
だ

っ
た
。
多
く
の
講
師
か
ら
話
を
聞

い
て
、
生
活
し
て
い
く
上
で
の
糧

に
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

▲シニア大学院修了生の皆さん

【
戦
車
退
避
壕
跡
】

　

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
上
陸
に
備
え
、
戦
車
を
隠
す

た
め
に
、
町
内
数
カ
所
の
樹
林
に

戦
車
退
避
壕
が
配
備
さ
れ
、
迷
彩

色
の
網
で
戦
車
を
覆
い
隠
し
ま
し

た
。

　

は
っ
き
り
し
た
形
で
残
っ
て
い

る
の
は
、
矢
部
地
区
に
あ
る
も
の

が
唯
一
で
す
。
そ
の
壕
は
縦
１５
㍍
、

　
教
育
委
員
会
は
、
史
跡
文
化
財
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
町
内
に
あ
る

史
跡
や
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

　
連
載
最
終
回
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
今
月
号
で
は
、
戦
争
に
関
連

す
る
史
跡
や
文
化
財
を
お
伝
え
し
ま
す
。

史
跡
文
化
財
を
た
ず
ね
て
　
７

史
跡
文
化
財
を
た
ず
ね
て
　
７

～
戦
争
関
連
編
～

～
戦
争
関
連
編
～

横
５
㍍
、
深
さ
２
㍍
の
大
き
さ
で

す
が
、
当
時
は
も
っ
と
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
帯
広
第
２
飛
行
場
跡
】

　

昭
和
１９
（
１
９
４
４
）
年
、
開

場
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
８
０
㌶
の

広
大
な
敷
地
に
滑
走
路
（
長
さ

２
千
㍍
、
幅
２０
㍍
）
と
誘
導
路
が

北
６
線
か
ら
北
８
線
ま
で
及
ん
で

い
ま
し
た
。

　

戦
局
の
急
迫
に
伴
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
オ
ト
リ
飛
行
場
と
し
て
偽
装

し
た
木
製
の
飛
行
機
は
、
掩え

ん
た
い
ご
う

体
壕

（
装
備
な
ど
を
敵
の
攻
撃
か
ら
隠

し
守
る
施
設
）
に
隠
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

【
北
部
９１
部
隊
と
給
水
塔
】

　

北
部
９１
部
隊
の
軍
施
設
と
と
も

に
昭
和
１８
年
（
１
９
４
３
）
年
、

給
水
塔
（
高
架
水
槽
）
２
基
が
建

設
さ
れ
ま
し
た
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
、
高
さ
約
２０
㍍
）。

　

１
基
は
飛
行
機
の
発
着
に
支
障

を
来
す
と
し
て
取
り
壊
さ
れ
、
も

う
１
基
は
戦
後
、
９１
部
隊
兵
舎
が

国
立
十
勝
療
養
所
と
な
っ
た
後
も
、

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
ま
で
使

用
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
然
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
１７
（
２
０
０
５
）
年

３
月
に
解
体
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
部
９１
部
隊
弾
薬
庫
跡
】

　

陸
軍
の
弾
薬
な
ど
を
保
管
す
る

た
め
昭
和
１８
（
１
９
４
３
）
年
ご

ろ
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
後
、
土
地
と
建
物
は
払
い
下

げ
ら
れ
住
宅
に
改
修
さ
れ
ま
し
た

が
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
９

月
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
分
厚
い
壁
や

建
物
の
数
倍
に
及
ぶ
基
礎
部
分
が

弾
薬
庫
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
し

た
。

▲�令和元年に解体撤去された

跡地付近（北部９１部隊弾薬

庫跡・中鈴蘭）

▲�昭和１９年頃に撮影された航空写真　

出典：国土地理院（帯広第２飛行場

跡）

▲�平成１７年３月に取り壊され

た給水塔（北部９１部隊と給

水塔・中鈴蘭）

緑陽台小学校

文化センター

滑走路

掩体壕

誘導路

北部９１部隊
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